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『
年
頭
に
あ
た
っ
て
』

初
山
別
村

長
　
 
宮
　
　
本
　
　
憲
　
　
幸

隠

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成
　
年
の
新
春

３０

を
ご
家
族
揃
っ
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か

ら
村
政
の
推
進
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
国
際
社
会
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す

る
中
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

は
不
安
定
要
因
が
一
層
先
鋭
化
し
、
特
に
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
は
、
北
朝
鮮
に

よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
開
発
が
大
き
な
脅
威
と

な
り
、
世
界
の
安
全
秩
序
が
揺
る
が
さ
れ
ま

し
た
。

　
危
機
管
理
の
在
り
方
が
改
め
て
問
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
更
な
る
国
際
社
会
と
の
連
携
の

も
と
、
平
和
的
解
決
に
向
け
て
最
大
限
の
努

力
を
し
、
世
界
の
平
和
と
安
全
が
守
り
抜
か

れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
政
に
お
い
て
は
９
月
に
衆
議
院

が
解
散
さ
れ
、
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

政
権
を
維
持
し
て
の
再
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
が
、
将
来
を
見
据
え
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
と
具
体
的
な
道
筋
を
描
き
、
子
育
て
支
援

や
医
療
・
介
護
な
ど
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
保
障
施
策
の
構
築
や

地
方
の
確
か
な
元
気
に
繋
が
る
政
策
な
ど
が
、

着
実
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。　

　
こ
う
し
た
中
、
村
に
お
き
ま
し
て
は
第
７

期
総
合
振
興
計
画
や
地
方
創
生
総
合
戦
略
を

柱
に
、
村
議
会
を
始
め
、
各
関
係
機
関
等
の

深
い
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら

「
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
補
修
事
業
」、「
初
山

別
支
署
庁
舎
耐
震
改
修
事
業
」、「
道
路
照
明

補
修
事
業
」
や
「
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
」
な

ど
、
各
分
野
で
求
め
ら
れ
る
様
々
な
施
策
を

推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
日
本
の
原
風
景
で
あ
り
、
日
本
人
の
「
心

の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
、
ぬ
く
も
り
や
癒
や

し
を
与
え
て
く
れ
る
国
民
共
有
の
財
産
で
も

あ
る
農
山
漁
村
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
知
恵

を
出
し
合
い
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
地
域

力
を
結
集
し
守
り
続
け
、
こ
れ
か
ら
も
食
糧

の
供
給
や
水
資
源
の
涵
養
、
国
土
の
保
全
な

ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
本
年
も
、
時
代
背
景
を
的
確
に
捉
え
、
将

来
展
望
に
立
っ
た
施
策
の
実
現
実
行
を
目
指

し
、
限
り
な
い
郷
土
愛
を
持
っ
て
、
村
政
進

展
に
努
力
を
重
ね
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り

良
き
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。



韻

『
新
年
の
ご
挨
拶
』

初
山
別
村
議
会
　
議
長
　
 
木
　
　
村
　
　
健
　
　
一

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
　
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

30

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
常
日
頃
、
初
山
別
村
議
会
が
何
か
と
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
際

的
に
は
、
米
国
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就
任

し
、
そ
の
発
言
か
ら
多
く
の
不
安
感
を
持
ち

ま
し
た
が
、
日
本
と
の
関
係
は
安
定
し
た
も

の
と
な
り
安
堵
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
北

朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
打
ち
上
げ
、
北
海
道

上
空
を
二
度
も
通
過
す
る
な
ど
そ
の
脅
威
と

不
安
は
増
す
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
拉
致

被
害
者
も
我
慢
の
限
界
を
超
え
、
一
刻
も
早

い
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
森
友
・
加
計
問

題
で
官
邸
主
導
の
政
治
が
問
題
と
な
り
忖
度

が
流
行
語
に
な
り
ま
し
た
。　

月
の
突
然
の

１０

解
散
に
よ
り
希
望
の
党
が
多
く
の
国
民
の
期

待
に
よ
り
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
よ
う
に
膨
ら
み
ま

し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
し
ぼ
ん
で
し
ま

い
、
落
ち
着
く
所
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
事

に
な
り
ま
し
た
。
他
方
、
国
内
景
気
は
内
外

需
の
牽
引
に
よ
り
３
四
半
期
連
続
の
プ
ラ
ス

成
長
を
続
け
、
日
経
平
均
株
価
も
１
９
９
６

年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
最
高
値
を
記
録
し
、
企

業
収
益
も
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　
本
村
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業

は
春
の
低
温
日
照
不
足
で
、
水
稲
は
平
年
を

や
や
下
回
る
結
果
と
な
り
、
畑
作
物
も
今
ひ

と
つ
で
し
た
。
漁
業
に
お
い
て
は
、
な
ま
こ
、

鮭
等
の
高
値
に
よ
り
ま
ず
ま
ず
で
あ
り
ま
し

た
。
土
木
、
建
築
業
で
は
人
手
不
足
が
深
刻

化
し
、
今
後
に
お
い
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

体
制
継
続
に
不
安
感
を
拭
い
切
れ
ま
せ
ん
。

商
業
に
お
い
て
は
人
口
減
、
他
地
区
へ
の
消

費
の
流
出
等
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
団
塊
の
世
代
の
退
職
で
ま
す
ま
す
高
齢

化
が
進
み
、
同
時
に
人
手
不
足
も
深
刻
化
し

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
対
策
は
様
々
な
需
要

が
増
し
て
お
り
、
行
政
に
お
い
て
も
様
々
な

取
り
組
み
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
意
味
で
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割

も
一
層
重
要
性
を
増
し
、
今
後
の
体
制
の
充

実
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
住
民
の
皆
様
の

様
々
な
声
に
耳
を
傾
け
、
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
と
致
し
ま
し
て
、
本
年
も
村
民
の

皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



◆ 平成２９年を振り返って ◆

吋

【１月 ～ Ｎｏ．５７７】　　　　　　　　 

４日　村成人式　

７日　村消防団・救難所出初め式

６日　新春書き初め大会

【２月 ～ Ｎｏ．５７８】　　　　　　　　 

３日　保育所豆まき

７日　新１年生１日体験入学

２１日　老人クラブ交歓会

【３月 ～ Ｎｏ．５７９】　　　　　　　　 

３日　ふじみ保育所ひなまつり

◆村内各学校卒業証書授与式

　１３日 初中、１９日 初小

　２４日 ふじみ保育所 卒園式

【４月 ～ Ｎｏ．５８０】　　　　　　　　 

３日　地域おこし協力隊　任用式

４日　ふじみへき地保育所　入所式

６日　初小、初中　入学式

【５月 ～ Ｎｏ．５８１】　　　　　　　　 

１３日　村消防団春季消防演習

１６日　交通安全協会定期総会

３０日　緑と魚と人を呼ぶ森づくり植樹祭

【６月 ～ Ｎｏ．５８２】　　　　　　　　 

４日　小・中・保合同大運動会

１６日　豊岬稲荷神社祭



右

【７月 ～ Ｎｏ．５８３】　　　　　　　　 

２日　初山別・風連別学園合同学園祭

１１日　夕涼みビアガーデン

１２日　初山別稲荷神社祭

２０日　農業委員会総会

【８月 ～ Ｎｏ．５８４】　　　　　　　　 

５～６日　しょさんべつ岬まつり

５日　しょさんべつ星まつり

１５日　村戦没者追悼式

１１～１７日　豊岬廃校活用プロジェクト

【９月 ～ Ｎｏ．５８５】　　　　　　　　 

６日　村敬老会

１４日　有明獅子舞披露

２１日　村民総監視

２５～２７日　お茶の間懇談会

【１０月 ～ Ｎｏ．５８６】　　　　　　　　 

１日　初山別中学校学校祭

７日　初山別小学校学芸会

1５日　ふじみへき地保育所お遊戯会

【１１月 ～ Ｎｏ．５８７】　　　　　　　　 

３日　文化祭芸能発表会

７日　納税功労表彰

１９日　村民バドミントン大会

【１２月 ～ Ｎｏ．５８８】　　　　　　　　 

８日　ふじみ保育所クリスマス会

１５日　ふじみ保育所もちつき



【概　要】

　一般会計及び特別会計を合わせた平成２８年度の決算額は、歳入総額が３２億３３１万３千円、歳出総額が３１億２，３０２万９千

円となりました。前年度との比較では歳入で１億９，４５１万９千円（５．７２％）、歳出で１億９，５０４万９千円（５．８８％）の減

となっています。

平成 28年度　決　算　の　状　況

宇

歳　 出
①諸支出金………………５１３，６３６，７９５円（２２．５０％）
②衛生費…………………４１４，１４８，２９２円（１８．１０％）
③民生費…………………２５９，２５０，９８８円（１１．３０％）
④総務費…………………２０７，２４８，６２１円（ ９．１０％）
⑤商工費…………………２０４，５８９，４６９円（ ８．９０％）
⑥公債費…………………２０４，０７７，２５２円（ ８．９０％）
⑦土木費…………………１７８，５５０，７５６円（ ７．８０％）
⑧教育費…………………１０２，９２７，５５２円（ ４．５０％）
⑨農林水産業費………… ８３，８２０，２７５円（ ３．７０％）
⑩消防費………………… ８１，５８９，４１０円（ ３．６０％）
⑪その他………………… ３８，１７５，２３８円（ １．６０％）
※その他の内訳
　議会費………………… ３２，９９９，８３２円（ １．４０％）
　労働費……………………５，１７５，４０６円（ ０．２０％）
　災害復旧費…………………………０円（ ０．００％）
　予備費………………………………０円（ ０．００％）

【一般会計・歳出】
総額は２２億８，８０１万５千円（予算対比９９．２５％）で、前
年度決算額２４億７，５５３万８千円と比較すると１億
８，７５２万３千円（７．５８％）の減です。支出の主なものは
諸支出金、衛生費、民生費、総務費となっています。

総　 　 額

２２億８，８０１万５，０００円

①地方交付税…………１，５３１，７７０，０００円（６６．２８％）
②国庫支出金……………１３７，９９６，４２１円（ ５．９７％）
③村債……………………１２４，０９７，０００円（ ５．３７％）
④村税……………………１１９，１４５，３２８円（ ５．１５％）
⑤道支出金……………… ９４，６４７，７８６円（ ４．０９％）
⑥諸収入………………… ９１，１５４，２９２円（ ３．９４％）
⑦繰越金………………… ６４，０２７，５４１円（ ２．７７％）
⑧使用料及び手数料…… ４７，５１７，７６０円（ ２．０６％）
⑨地方譲与税…………… ３７，６３７，０００円（ １．６３％）
⑩その他………………… ６３，２２２，７６３円（ ２．７４％）
※その他の内訳
　地方消費税交付金…… ２２，８５７，０００円（ ０．９９％）
　繰入金………………… １８，３７７，０２７円（ ０．７９％）
　財産収入……………… １２，２３３，０３６円（ ０．５３％）
　自動車取得税交付金……６，３９１，０００円（ ０．２８％）
　分担金及び負担金………１，４０３，７００円（ ０．０６％）
　寄附金……………………１，３２０，０００円（ ０．０６％）
　配当割交付金………………２６０，０００円（ ０．０１％）
　株式等譲渡所得割交付金…１５６，０００円（ ０．０１％）
　利子割交付金………………１４０，０００円（ ０．０１％）
　地方特例交付金…………… ８５，０００円（ ０．００％）
　交通安全対策特別交付金…………０円（ ０．００％）

【一般会計・歳入】
総額は２３億１，１２１万６千円（予算対比９８．４２％）で、前年度決算額２５億３，９５６万５千円と比較すると２億２，８３４万９千円
（８．９９％）の減です。収入の主なものは村税、地方譲与税、地方交付税、使用料及び手数料、国庫支出金、道支出金、
繰越金、諸収入、村債となっています。
【村税の状況】
決算額は１億１，９１４万５千円で、前年度決算額１億２，１０６万６千円との比較では１，９２１千円（１．５９％）の減です。
また、村民１人あたりの村税負担額は９万５，５０７円、１世帯あたりの負担額は２０万５，６６８円となります。この金額は、
納交付金を除く村税総額を平成２８年３月末日現在の住民基本台帳人口及び世帯数で割り算して算出したものです。

歳　 入

総　 　 額

２３億１，１２１万６，０００円

【特別会計】
５つの特別会計を合わせた決算額は、歳入が８億９，２０９万７千円、歳出が８億３，５０１万４千円で、前年度と比較すると、歳入が
３，３８３万円（３．９４％）の増、歳出が７５２万６千円（０．８９％）の減となっています。各特別会計の歳入歳出決算額は次ページのとおりです。
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烏

歳　 入 ０％ １００％１００％ 歳　 出

歳出合計 ： ３億３，７１２万７，６５８円
　①保険給付金…………２億１，４６４万６，０３１円
　②共同事業拠出金……… ８，１６９万９，２３７円
　③その他………………… ４，０７８万２，３９０円

歳出合計 ： １億３，８４６万８，２５８円
　①保険給付費…………１億２，２４８万９，８４９円
　②諸支出金………………… ３９８万２，１９５円
　③その他………………… １，１９９万６，２１４円

歳出合計 ： １億９，３９１万１，７０３円
　①公債費…………………１億２８５万８，２３３円
　②簡易水道費…………… ８，８７５万８，２２４円
　③積立金…………………… ２２９万５，２４６円

歳出合計 ： １，９８２万４，９３２円
　①後期高齢者医療広域連合納付金
　　………………………… １，９５３万７，２４７円
　②諸支出金……………………１５万８，７９３円
　③総務費………………………１２万８，８９２円

歳出合計 ： １億４，５６８万１，４０６円
　①公債費………………… ７，３３７万９，９３６円
　②下水道費……………… ７，２２８万１，７９０円
　③積立金……………………… １万９，６８０円

歳入合計 ： ３億８，４３５万５，７００円
　①国庫支出金……………１億３６０万７，２３３円
　②共同事業交付金……… １億５５万６，０２９円
　③前期高齢者交付金…… ５，０３６万１，７９３円
　④繰入金…………………… ４，８０８万９１２円
　⑤その他………………… ８，１７４万９，７３３円

歳入合計 ： １億４，６４９万２４９円
　①支払基金交付金……… ３，５２５万５，９８５円
　②国庫支出金…………… ３，３９４万１，８５３円
　③介護保険料…………… ２，４３８万４，１００円
　④その他………………… ５，２９０万８，３１１円

歳入合計 ： １，９９５万７，０４０円
　①後期高齢者医療保険料 １，２０９万２，５００円
　②繰入金…………………… ７６４万７，４４７円
　③繰越金………………………２１万１，８９３円
　④諸収入……………………………５，２００円

歳入合計 ： １億４，６２７万１，７１５円
　①繰入金………………… ９，９３１万５，０００円
　②道支出金……………… １，７０７万７，６００円
　③使用料及び手数料…… １，５７１万６，５００円
　④その他………………………５６万２，６１５円

歳入合計 ： １億９，５０２万２，４２０円
　①繰入金………………１億１，０７６万８，０００円
　②使用料及び手数料…… ４，１１４万９，９７０円
　③村債……………………………２，８４０万円
　④その他………………… １，４７０万４，４５０円
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村条例の規定により、本村各会計に係る平成２９年４月１日から９月３０日までの期間における財政運営状況について公表します。

【一般会計～総括～】

　平成２９年度上半期における一般会計予算は、当初予算２０億７，４２０万円に１億２，５４２万８千円が追加補正されて、

２１億９，９６２万８千円となっています。前年度の同じ時期と比べて、４，３４８万７千円（２．０２％）の増となっています。

羽

平成 2９ 年度　上半期の財政状況

①国民健康保険特別会計　　　　　３８６，２２７，０００円（４２．８０％）
②簡易水道事業特別会計　　　　　２３１，１０９，０００円（２５．６１％）
③介護保険特別会計　　　　　　　１５４，２８７，０００円（１７．１０％）
④農業集落排水事業特別会計　　　１１０，５７５，０００円（１２．２５％）
⑤後期高齢者医療保険特別会計　　 ２０，１３２，０００円（ ２．２３％）

歳入歳出合計　９億２３３万円

【特別会計～総括～】
　平成２９年度上半期末の特別会計予算は、当初予算８億６，８０６万８千円が追加補正されて、９億２３３万円となっています。
前年度同期と比較すると、２，０５５万３千円（２．２３％）の減となっています。各会計別の補正の状況は次のとおりです。

・国民健康保険特別会計　　　（＋１，７２２万７千円）

・介護保険特別会計　　　　　（＋１，３３１万９千円）

・後期高齢者医療保険特別会計　（＋ １３万２千円）

・簡易水道事業特別会計　　　 （＋１１０万９千円）

・農業集落排水事業特別会計　 （＋２４７万５千円）

【歳　入】
　上半期末現在の収入済額は１２億３，９２１万４千円で前年度
に対し３，９６８万７千円下回り、収入率は５６．３４％で、前年度
を２．９７ポイント上回っています。
　主な科目別の収入済額及び収入率をみると、村税６，８７２
万６千円で５９．９２％、地方譲与税１，０９０万円で２９．８５％、地方
交付税１０億２，０６４万６千円で７６．０８％、使用料及び手数料
２，２２８万７千円で４５．６６％、繰越金２，３２０万１千円で
１００．００％、諸収入２，４０６万４千円で２６．９８％となっています。

①地方交付税…………１，３４１，５７９，０００円（６０．９９％）
②村債……………………１８２，６６３，０００円（ ８．３０％）
③村税……………………１１４，６９５，０００円（ ５．２１％）
④国庫支出金……………１１２，７２７，０００円（ ５．１２％）
⑤繰入金…………………１１０，７２８，０００円（ ５．０３％）
⑥道支出金……………… ９２，３２７，０００円（ ４．２０％）
⑦諸収入………………… ８９，１９０，０００円（ ４．０５％）
⑧使用料及び手数料…… ４８，８１１，０００円（ ２．２２％）
⑨地方譲与税…………… ３６，５１９，０００円（ １．６６％）
⑩その他………………… ７０，３８９，０００円（ ３．２０％）
※その他の内訳
　繰越金………………… ２３，２０１，０００円（ １．０５％）
　地方消費税交付金…… ２０，９６８，０００円（ ０．９５％）
　財産収入……………… １０，５９４，０００円（ ０．４８％）
　寄附金………………… １０，００２，０００円（ ０．４５％）
　自動車取得税交付金……３，２２８，０００円（ ０．１５％）
　分担金及び負担金………１，４０７，０００円（ ０．０６％）
　配当割交付金………………４５９，０００円（ ０．０２％）
　株式等譲渡所得割交付金…２８４，０００円（ ０．０１％）
　利子割交付金………………１３０，０００円（ ０．０１％）
　地方特例交付金……………１１５，０００円（ ０．０１％）
　交通安全対策特別交付金……１，０００円（ ０．００％）

【歳　出】
　上半期末現在の支出済額は、９億８，２２９万２千円で前年度
に対し１，２８９万９千円下回り、支出率は４４．６６％で、前年度を
１．５０ポイント下回っています。
　主な科目別の支出済額及び支出率をみると、総務費７，１１７
万７千円で４２．８１％、民生費１億３，４６７万９千円で５０．９０％、
衛生費２億１，８８３万７千円で５６．９９％、商工費８，２３９万９千円
で７０．８０％、消防費５，１８２万８千円で４２．５４％、教育費８，２２７万
１千円で３８．８５％、公債費８，４１７万円で３９．３４％、諸支出金１
億６，９６８万７千円で４９．９４％となっています。

①衛生費…………………３８３，９６５，０００円（１７．４６％）
②諸支出金………………３３９，７５７，０００円（１５．４５％）
③民生費…………………２６４，６１１，０００円（１２．０３％）
④土木費…………………２０５，７８５，０００円（ ９．３６％）
⑤公債費…………………２１３，９７０，０００円（ ９．７３％）
⑥教育費…………………２１１，５７１，０００円（ ９．６２％）
⑦総務費…………………１６６，２４６，０００円（ ７．５６％）
⑧消防費…………………１２１，８３３，０００円（ ５．５４％）
⑨商工費…………………１１６，３９０，０００円（ ５．２９％）
⑩その他…………………１７５，５００，０００円（ ７．９８％）
※その他の内訳
　農林水産費…………… ９８，８７７，０００円（ ４．５０％）
　議会費………………… ３１，５０９，０００円（ １．４３％）
　労働費……………………６，３３３，０００円（ ０．２９％）
　予備費……………………５，０００，０００円（ ０．２３％）
　災害復旧費…………… ３３，７８１，０００円（ １．５４％）

歳入歳出合計　２１億９，９６２万８千円
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迂

　
支出

支出割合支出済額予算現額区　　　分

２９．８９１１５，４５３３８６，２２７１国民健康保険特別会計

４０．４５６２，４１３１５４，２８７２介護保険特別会計

３１．１４６，２７０２０，１３２３後期高齢者医療保険特別会計

４１．６８９６，３２２２３１，１０９４簡易水道事業特別会計

４２．３８４６，８６５１１０，５７５５農業集落排水事業特別会計

３６．２８３２７，３２３９０２，３３０６歳出合計

特別会計　科目別の状況
収入 （単位：千円）

収入割合収入済額予算現額区　　　分

４１．６０１６０，６７７３８６，２２７１国民健康保険特別会計

４１．５４６４，０９２１５４，２８７２介護保険特別会計

３７．０１７，４５０２０，１３２３後期高齢者医療保険特別会計

４６．１３１０６，６１４２３１，１０９４簡易水道事業特別会計

４８．２９５３，３９３１１０，５７５５農業集落排水事業特別会計

４３．４７３９２，２２６９０２，３３０６歳入合計

　
支出

支出割合支出済額予算現額区　　　分

５３．４１１６，８２９３１，５０９１議会費

４２．８１７１，１７７１６６，２４６２総務費

５０．９０１３４，６７９２６４，６１１３民生費

５６．９９２１８，８３７３８３，９６５４衛生費

５９．４８３，７６７６，３３３５労働費

２５．９０２５，６１１９８，８７７６農林水産業費

７０．８０８２，３９９１１６，３９０７商工費

１９．２６３９，６３３２０５，７８５８土木費

４２．５４５１，８２８１２１，８３３９消防費

３８．８５８２，２７１２１１，７７３１０教育費

３．９９１，４０４３５，２０１１１災害復旧費

３９．３４８４，１７０２１３，９７０１２公債費

４９．９４１６９，６８７３３９，７５７１３諸支出金

０．０００３，３７８１４予備費

４４．６６９８２，２９２２，１９９，６２８１５歳出合計

一般会計　科目別の状況
収入 （単位：千円）

収入割合収入済額予算現額区　　　分

５９．９２６８，７２６１１４，６９５１村税

２９．８５１０，９００３６，５１９２地方譲与税

７２．３１９４１３０３利子割交付金

１３．９４６４４５９４配当割交付金

０．０００２８４５株式等譲渡所得割交付金

６３．６２１３，３４０２０，９６８６地方消費税交付金

１０７．６８３，４７６３，２２８７自動車取得税交付金

１００．００１１５１１５８地方特例交付金

７６．０８１，０２０，６４６１，３４１，５７９９地方交付税

０．０００１１０交通安全対策特別交付金

４５．９８６４７１，４０７１１分担金及び負担金

４５．６６２２，２８７４８，８１１１２使用料及び手数料

２０．９５２３，６１７１１２，７２７１３国庫支出金

１２．２０１１，２６４９２，３２７１４道支出金

５２．６１５，５７３１０，５９４１５財産収入

１１１．９８１１，２００１０，００２１６寄附金

０．０００１１０，７２８１７繰入金

１００．００２３，２０１２３，２０１１８繰越金

２６．９８２４，０６４８９，１９０１９諸収入

０．０００１８２，６６３２０村債

５６．３４１，２３９，２１４２，１９９，６２８２１歳入合計



雨

　羽幌町外２町村衛生施

設組合では条例に基づい

て、予算の執行状況等を

お知らせしています。

　これは、組合の財政を

知っていただき、組合運

営へのご理解とご協力を

お願いするものです。

羽幌町外２町村衛生施設組合　財 政 状 況

■平成２９年度上半期（Ｈ２９．４．１～Ｈ２９．９．３０）

一般会計　歳出 （単位：千円）

執行率（％）支出済額構成比（％）予算現額科　　目

１８．９５５０．１２９１議 会 費

４５．９２０，９１４１１．６４５，６０９総 務 費

３２．４５７，８７１４５．３１７８，８６５衛 生 費

７０．２１１２，１５０４０．５１５９，６７６公 債 費

０．００２．５１０，０００予 備 費

４８．４１９０，９９０１００．０３９４，４４１合　　計

一般会計　歳入 （単位：千円）

執行率（％）収入済額構成比（％）予算現額科　　目

５６．０２０６，５００９３．４３６８，４８９分担金及び負担金

（２９．２）（６０，３６０）（２９．２）（１０７，７２１）（苫　前　町）

（５３．７）（１１０，８９１）（５３．７）（１９７，８８６）（羽　幌　町）

（１７．１）（３５，２４９）（１７．１）（６２，８８２）（初 山 別 村）

７３．２１３，０６２４．５１７，８４２使用料及び手数料

７３．８５，９０７２．１８，０００財 産 収 入

２０，５３４．０２０，５３４０．０１００繰 越 金

３，７６０．０３７６０．０１０諸 収 入

６２．５２４６，３７９１００．０３９４，４４１合　　計

組合の借金（組合債）
現残高（千円）区　　分

５２，７９９ご み 処 理 施 設

８９，９７１火 葬 場 施 設

１４２，７７０合　　計

一般会計　歳出 （単位：千円）

対 前 年 度平成２８年度
科　　目

率（％）増減額構成比（％）決算額

△２４．１△５３０．０１６７議 会 費

１．９８７２９．４４６，５１１総 務 費

△４．５△１０，６８４４５．５２２６，３０８衛 生 費

△０．１△１９５４５．１２２４，４５７公 債 費

０．０００．００予 備 費

△２．０△１０，０６０１００．０４９７，４４３合　　計

■平成２８年度羽幌町外２町村衛生施設組合一般会計歳入歳出決算

一般会計　歳入 （単位：千円）

対 前 年 度平成２８年度
科　　目

率（％）増減額構成比（％）決算額

△１．９△８，７４７８８．１４５６，４９５分担金及び負担金

（△１．７）（△２，２９７）（２９．７）（１３５，３２１）（苫　前　町）

（△２．４）（△６，０１３）（５３．２）（２４２，９４９）（羽　幌　町）

（△０．６）（△４３７）（１７．１）（７８，２２５）（初 山 別 村）

△１９．８△５，９７４４．７２４，１２２使用料及び手数料

△１４．５△１，８４４２．１１０，８８７財 産 収 入

８．５２，００２４．９２５，６１６繰 越 金

△４０．３△５７９０．２８５７諸 収 入

△２．８△１５，１４２１００．０５１７，９７７合　　計

　平成２８年度の決算が監査

委員の審査を経て、組合議

会１１月定例会で認定されま

した。

　歳入総額は５１７，９７７千円、

歳出総額は４９７，４４３千円で、

差し引き２０，５３４千円の決算

となっております。



１２ 月のこ んなこ とあんなこ と

●１２月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

健診結果説明会
消防団長辞令伝達式
議会全員協議会

１晶

楽すぽクリスマス交流会２松

特設人権相談所４捷

ほしっこくらぶ６昌

ふじみ保育所クリスマス会８晶

ふじみへき地保育所もちつき１５晶

役場仕事納め２９晶

大晦日３１掌

卯

の
た
び
小
林
清
秀
氏
が

初
山
別
村
消
防
団
長
に

就
任
さ
れ
、
宮
本
村
長
よ
り

辞
令
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
氏
は
「
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
づ

く
り
に
努
力
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
年
８
ヶ
月
も
の

間
消
防
団
長
を
勤
め
た
鎌
田

健
治
氏
が
、　

月
１
日
を

１２

も
っ
て
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

（
　
月
１
日
）

１２

こ
じ
み
保
育
所
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
は

保
護
者
と
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
り
、

サ
ン
タ
さ
ん
に
「
ど
う
し
て
お
ひ

げ
が
生
え
て
い
る
の
？
」
な
ど
の

質
問
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
因
み
に
こ
の
サ
ン
タ
さ
ん
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
が
終
わ
る
と
年
賀
状

を
配
達
す
る
準
備
で
大
忙
し
に
な
る
そ
う
で
す
。

（
　
月
８
日
）

１２

ふ

月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
　
★
よ
み
き
か
せ

　
　
　
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）
で
し
た

（
　
月
　
日
）

１２

１１

今
次
回
、
１
月
　
日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら

１７

ぶ
」
は
、

　
☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
の
予
定
で
す
。

　
　
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
　
月
号
」

１２

消
防
団
長
辞
令
伝
達
式

山
別
総
合
型
ク
ラ
ブ
「
楽
す
ぽ
ク
ラ
ブ
」
の

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
が
岬
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
、
参
加
者
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
　
月
２
日
）

１２

初 楽
す
ぽ
ク
ラ
ブ
 
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

▲今年のハプニング大賞
「ズボンが脱げても気付かな
いサンタさん」

ふ
じ
み
保
育
所
《
ク
リ
ス
マ
ス
会
》



★皆さまこんばんは。佐藤です。好きなみそ汁の具はなめこです。

でも普段はシメジの方をよく使います。年末年始ですが普通に書きます。

　初山別にきて初めての冬です。

　札幌に数年いたので寒いのはそこまで苦ではないのですが、風が強い

のが大変ですね。

　それと車。今年初めて持ったので勝手がわからないこともしばしば。

運転には自信がないので冬道は異常にゆっくり走ってると思いますが大

目に見てください。

　最近は家に帰ると室温が４度とか３度とかだったりします。コタツが

なければ即死でした。２０１８年は逞しく生きたいですね。冬を耐え忍ぶ雑

草の如く。

というわけでどうぞよろしくお願いします。【佐藤】

……………………………………………………………………………………

【「学ぶ」自由】

★ある地理学者の方が「『ブラタモリ』は地理の番組」と言っていました。

同番組はタモリさんが日本全国各地で街歩きをして、その地域の謎を解

き明かすＴＶ番組です。地形等の観察を通して、例えば「なぜ札幌は２００万都市になった？」を

考える中で視聴者に地理の面白さを伝えます。

　学生時代は地理に全く興味が無かった私が、いまＴＶからその魅力を学ぶということ。ここか

ら、「学ぶ」という行為はとても自由なものであり得るのだと気付かされます。

　多くの学校で多くの要素が、学ぶ人の意思に関わりなく決まっています。例えば「地理は嫌い

だから勉強しない」は大体、許されません。一方、学校外で誰から学ぼうと、何を学ぼうと、い

つ学ぼうと、基本的に自由です。

　私たちは次の１年に何を学ぶでしょうか。２０１８年も宜しくお願いします。【堀】

…………………………………………………………………………………………………………………

★皆さん　いかがお過ごしでしょうか。

最近、吹雪いている時に車を運転していて、非常に怖い思いをした齋藤です。

　皆さんはご飯の献立ってどうやって決めていますか？

私は悩んだらパスタに逃げてしまうクセがあります…

　そのせいで、いつ買ったのかわからない野菜が冷蔵庫の奥から出てきたりということがあった

り…笑

　野菜もとらなければ！と野菜を買ってきて、「食べきれないから、冷凍しておけば腐らない！」

と思っていましたが、しばれてしまい、解凍してもシャキシャキ感はなく、美味しくないと…

　毎日ご飯を作っているお母さん達は凄いなと実感しました…

献立どうしたら考えられるようになるんですかね？

　どなたか齋藤を見かけたら、お教え下さい…【齋藤】

…………………………………………………………………………………………………………………

★年末紅白歌合戦楽しみですか？今時男女に分かれて歌合戦ってどっかの団体クレーム言いそう

な番組ですが、国民的番組には批判しないんですかね？

　私世代は秋元グループも分からないし演歌も分からん、知っている歌手ほとんどいません。

よって今年も笑ってはいけないシリーズを見る事になるでしょう。

　年末年始、飲みすぎに注意しましょう。【古田】

鵜

《事務所》
多世代交流施拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ



●
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　「
両
親
が
高
齢
に
な
っ
て
き
た
」、

「
離
れ
て
住
む
高
齢
の
親
が
ひ
と
り

で
暮
ら
し
て
い
る
」
な
ど
と
い
う
人

は
、
介
護
の
こ
と
が
身
近
な
問
題
と

し
て
気
に
な
り
始
め
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
高
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
衰
え
や
、

認
知
症
な
ど
の
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に

よ
り
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
公

的
な
介
護
保
険
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
自
治
体
が
保
険

者
と
な
り
制
度
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
歳
以
上
の
人
が
被
保
険
者
と
な
っ

４０て
保
険
料
を
負
担
し
、
介
護
が
必
要

と
認
定
さ
れ
た
と
き
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
し
く
み
で
す
。

●
申
請
方
法
と
要
介
護
認
定

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
た
い
と
き

は
、
要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
認

定
を
受
け
た
後
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
は
原

６５因
を
問
わ
ず
、
介
護
が
必
要
と
認
定

さ
れ
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
し
、　

歳
４０

～
　
歳
の
第
２
号
被
保
険
者
は
、
国

６４
が
指
定
す
る
特
定
疾
病
が
原
因
で
介

護
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
人
の
み
が

利
用
で
き
ま
す
。

①
相
談
で
き
る
窓
口

　
役
場
住
民
課
保
険
係
ま
た
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
担
当
大
水
保

健
師
）
が
窓
口
で
す
。

　
介
護
認
定
申
請
の
際
は
か
か
り
つ

け
の
病
院
名
や
印
鑑
な
ど
が
必
要
で

す
。
申
請
後
は
村
か
ら
主
治
医
に
意

見
書
の
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

②
訪
問
調
査

　
申
請
後
、
認
定
調
査
員
（
村
で
は

保
健
師
）
が
訪
問
な
ど
で
本
人
の
心

身
の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
の
聞
き
取

り
調
査
（
認
定
調
査
）
を
行
い
、
そ

の
結
果
と
主
治
医
意
見
書
に
基
づ
い

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
（
一
次
判
定
）

を
行
い
ま
す
。

③
介
護
認
定
審
査
会

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
判
定
（
一
次
判

定
）
は
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
介
護

認
定
審
査
会
（
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
専
門
家
で
構
成
）
に
か
け
ら
れ
、

一
次
判
定
、
訪
問
調
査
の
結
果
と
主

治
医
意
見
書
を
基
に
ど
の
程
度
の
介

護
が
必
要
か
を
全
国
一
律
の
基
準
に

よ
り
審
査
し
ま
す
（
二
次
判
定
）。

④
要
介
護
認
定
の
判
定

　
申
請
日
か
ら
　
日
以
内
に
認
定
結

３０

果
が
通
知
さ
れ
、

介
護
保
険
被
保
険

者
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
要
介
護
度

の
区
分
に
あ
わ
せ

て
、
ケ

ア

マ

ネ

ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
き
ま

す
。

　
要
介
護
認
定
は
、

ど
の
く
ら
い
介
護

を
必
要
と
し
て
い

る
か
を
判
断
す
る

も
の
で
、
本
人
の

病
気
の
重
さ
と
要

介
護
度
の
重
さ
が

必
ず
し
も
一
致
し

な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
家
族
や
親
族
の

高
齢
化
に
よ
り
気
に
な
る
こ
と
が
増

え
て
き
た
ら
、
ま
ず
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
担
当
大
水
保
健
師
）

に
ご
相
談
下
さ
い
。
介
護
認
定
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説

明
し
ま
す
。（
担
当
　
大
水
）

窺

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

要介護状態の区分（心身の状態の一例）



煙
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

　
冬
道
で
は
天
候
の
急
変
や
路
面
状

況
の
悪
化
等
に
よ
り
、
目
的
地
へ
到

着
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
目
的
地
ま
で
の
天
候
、
道
路
状
況

を
事
前
に
把
握
し
て
、
時
間
に
余
裕

を
持
っ
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

煙
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転
を

　
例
年
、
冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に

よ
る
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
急
発
進
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド
ル
、

急
ブ
レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」
の
つ

く
運
転
操
作
を
控
え
、
ス
ピ
ー
ド
ダ

ウ
ン
や
早
め
の
ブ
レ
ー
キ
な
ど
、
路

面
状
況
に
あ
わ
せ
た
慎
重
な
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

煙
交
差
点
で
は
徐
行
と
安
全
確
認
を

　
雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点
な

ど
で
は
、「
車
が
来
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
」「
歩
行
者
が
横
断
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
危
険
を
予
測
し

て
、
徐
行
と
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

煙
悪
天
候
に
注
意

　
吹
雪
や
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
は
、

吹
き
だ
ま
り
や
視
界
不
良
に
よ
る
立

ち
往
生
等
の
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、

不
要
な
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き

は
、
事
前
に
道
路
情
報
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
防
寒
具
や
ス
コ
ッ
プ
、

携
帯
電
話
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
通
報
は
１
１
０
番
、
相
談
電
話

は
「
＃
９
１
１
０
」
に
！

問
い
合
わ
せ
先
／
羽
幌
警
察
署

０
１
６
４
倆
　
倆
１
１
１
０

６２

　
人
事
労
務
管
理
の
個
別
化
や
雇
用

形
態
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
労
働
関

係
に
つ
い
て
の
個
々
の
労
働
者
と
事

業
主
と
の
間
の
紛
争
（「
個
別
労
働
紛

争
」
と
い
い
ま
す
。）
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
事
業
主
、
企

業
の
人
事
労
務
ご
担
当
者
を
対
象
に
、

解
雇
・
退
職
・
雇
止
め
等
労
働
関
係

の
終
了
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防

止
、
紛
争
解
決
へ
の
取
組
支
援
に
つ

い
て
、
数
多
く
の
個
別
労
働
紛
争
の

解
決
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
北
海
道

紛
争
調
整
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
委
員

に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、
労
働
関
係
法

令
の
解
説
、
個
別
労
働
紛
争
に
係
る

Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
・
機
関
の
情
報
の
提
供

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
　
時
：
平
成
　
年
２
月
２
日
（
金
）

３０

　
　
　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１５

３０

場
　
所
：
札
幌
第
一
合
同
庁
舎
２
階

講
堂
（
札
幌
市
北
区
北
８

条
西
２
丁
目
１
倆
１
）

定
　
員
：
１
５
０
名
（
満
席
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

参
加
費
：
無
料

申
込
方
法

　
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
本
セ
ミ
ナ
ー
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

印
刷
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
裏
面
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【「
個
別
労
働
紛
争
解
決
セ
ミ
ナ
ー
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
掲
載
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
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o
-ro
u
d
o
u
k
y
o
k
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（
ホ
ー
ム＞

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク

ス＞

ト
ピ
ッ
ク
ス＞

２
０
１
７
年
度

＞

「
個
別
労
働
紛
争
解
決
セ
ミ
ナ
ー
」

の
ご
案
内
）

お
問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
部
指
導
課

電
話
　
０
１
１
倆
７
０
９
倆
２
３

１
１
（
内
線
３
５
７
７
）

丑

お
知
ら

お
知
ら
せせ

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
初
山
別
村
～

「
個
別
労
働
紛
争
解
決
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

日本赤十字社北海道支部創立１３０
周年記念に伴う社業功労者支部
長特別表彰について（お知らせ）

　この度、日本赤十字社北海道支部創立

１３０周年を記念し社業の推進に貢献の

あった初山別村分区（初山別村）に対し

て、社業功労者支部長特別表彰が日本赤

十字社北海道支部長から贈られました。

　日赤募金の趣旨をご理解いただき、住

民の皆様が募金運動にご協力いただいた

結果と感謝しております。

　今後も日本赤十字事業の推進につきま

して、ご協力とご理解を賜りますようお

願い申し上げます。



碓

気象台ひと口メモ
「楽しい雪とあばれる雪」～暴風雪は危険がいっぱい～

　北海道は１年の四季がはっきりしていて、冬には雪が降り積もります。私たちは雪が降る

ことでスキーなど、楽しく遊ぶことができますが、激しい風と一緒に降ってくる雪は時々大

変な悪さをすることがあります。

　平成２５年３月２日には全道的に暴風雪となり、吹きだまりや局地的な大雪により９名の方

が亡くなる痛ましい災害が発生しました。

　このような災害をもたらす暴風雪は「強い冬型の気圧配置」と「発達した低気圧」のとき

に発生しやすくなっています。特に「発達した低気圧」の前兆として、前日に気温が高く暖

かいことが多くなります。これからの季節は、気温が高く天気の良い日は、大荒れの前触れ

かも知れませんので、気象情報で天気を確認するよう心がけましょう。
　

　暴風雪の被害としては、

　　・吹き溜まり

　　・暴風や視界不良による歩行困難

　　・暴風による飛散物

　　・停電

　などが考えられますので、

　目的にあった備えをしておきましょう。
　

　暴風雪に遭遇してしまうと、

　　★ホワイトアウトにより方向感覚がなくなり、

　　　自分の場所が分からなくなる

　　★車が動かなくなる

　　★むやみに移動すると更に危険となる場合がある

　ので、助けを求めても救助が困難な場合が多くなりますから、その場で自分自身の身を守

ることになります。

　一番の方策は外出を控えることですが、暴風雪に遭遇した場合はその場にとどまってやり

過ごす、むやみに動かずに天候が回復するまで待つことも方策のひとつです。最新の気象情

報を入手して、暴れる雪から身を守ってください。
　

　　問い合わせ先　旭川地方気象台　（電話：０１６６－３２－７１０２）

　　旭川地方気象台ホームページアドレス　http://www.jma－net.go.jp/asahikawa/

全国一斉生活保護１１０番
　釧路青年司法書士協議会および全国青年司法書士協議会は、市民の権利擁護のために

活動する若手司法書士による団体です。この度、生活保護に関する全国一斉の無料相談

会を開催します。

　　日　　　　時 ／ 平成３０年１月２８日（日）　１０：００～１６：００

　　専用電話番号 ／ ０１２０－０５２－０８８（当日のみの専用（臨時）の番号です）

　　　　　　　　　　※ 相談は無料、秘密は厳守します。

釧路青年司法書士協議会



臼

◆家の中で安全に過ごすために

◎気象情報に注意して、暴風雪が予想されるときは、外出を避けましょう。

◎日頃から停電に備え、懐中電灯・携帯ラジオ・防寒具・ポータブルストーブ・灯油・非常食・飲料水

などを準備しておきましょう。

◎ＦＦ式暖房機などを使用している場合は、一酸化炭素中毒を起こすおそれがありますので、給排気口

付近が雪でふさがれないように注意しましょう。

◆車で外出するときに気を付けること

◎万一に備えて、携帯電話を忘れずに所持！

◎車が立ち往生する可能性があるので、防寒着・長靴・スコップ・けん引ロープなどを車に用意すると

ともに、十分に燃料があることを確認して出かけましょう。また、万一に備えて飲料水や非常食も用

意しておくと安心です。

◎運転していて、地吹雪などにより危険を感じたら無理をせずに道の駅やコンビニエンスストア、ガソ

リンスタンドなどで天気の回復を待ちましょう。

◎大雪や吹きだまりなどで車が立往生した時は、ＪＡＦなどのロードサービスや近くの人家などに必ず

救助を依頼してください。また、ハザードランプの点灯や停止表示板を置くなど、車が目立つように

してください。

◎避難できる場所や近くに人家がない場合は、消防（１１９番）や警察（１１０番）に連絡して、車の中で救

助に備えてください。

◎車が雪に埋まったときは、エンジンを切りましょう。マフラーが雪に埋まると排気ガスが車内に逆流

し、一酸化炭素中毒を起こすおそれがあります。防寒などでやむを得ずエンジンをかけるときは窓を

開けて換気し、こまめにマフラーまわりを除雪してください。

◆除雪を行うときに気をつけること

　◎屋根の雪下ろしをするときは

　　①ෳͰ行͏ 

　　　梯子を支える。安全を確認する。万一の場合は、救助を！

　　　やむを得ず一人で行う場合は、家族や近所の人に声をかけて！

②　　 り ࢭ め ……靴や梯子に滑り止めをつける等の工夫を！

　　③命綱を着けて

　　　面倒でも、腰に命綱をつけて、滑った場合や雪の急落に備えて！

　　④पғを֬ೝ ……屋根の下を通行する人や子どもに注意を！

　◎除雪機を使用するときは

　　・  に 注 意 ……機械に巻き込まれないような服装を！

　　・雪が詰まった場合……機械トラブルが発生したときは、必ずエンジンを停止！

　　・प ғ を ֬ ೝ ……通行人や子ども等に注意を！

　◎その他の注意事項

　　・ ࠜ の 雪 に 注 意 ……屋根の下を通るときは、『雪』や『つらら』に注意を！

　　・除雪時の健康に注意……無理に除雪作業は行わない。除雪作業で汗をかいたら着替えを！

ؾ・　　   報 に 注 意 ……暴風雪警報や大雪警報が発表されたら、外出は控える。

　関連ホームページ

　　●暴風雪などによる被害防止について

　　　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/bsb/boufusetu.htm

　　●除雪などによる被害防止について

　　　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/bsb/yukihigai.htm

雪による被害防止について 北海道総務部危機対策局危機対策課



◆お詫びと訂正◆

　１２月１２日発行の広報１２月号に間違

いがありましたことについて、訂正

しお詫び申し上げます。

広報１２月号１０ページ「今月の主な行

事予定」

　誤　１月８日（月）役場仕事始め

　正　１月９日（火）役場仕事始め

総合診療医による診療となります。
噛外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみの受付となります。
　定期受診や関節注射は午後となります。
噛内科と外科･整形外科を同日受診希望の方は同日の内科の午後
外来を予約できます。
噛骨粗鬆症･痛風･甲状腺・おなかの術後の患者様は内科外来での診療となります。
噛整形専門外来は予約優先となります。

＊予約制で、人間ドックは水･金曜日、特定健診は月～金曜日実施しています。
＊巡回診療を、上築中央集会所で第１火曜日（６日）、中央老人寿の家第１木曜日（１
日）行います。苫前町九重コミュニティセンターで奇数月第３火曜日、小川研修セン
ターは奇数月第３木曜日に実施します。詳細についてはお問い合わせ下さい。

羽幌町栄町１１０番地（電話 ０１６４－６２－６０６０）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 
受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月平成３０年２月外来診療体制

８：００～１１：００

（消）は消化器　佐々尾医師〇
（消）

〇〇〇
内科第１診察室予約

優先

午
　
　
前

（呼）は呼吸器（禁）は禁煙外来
重原医師（毎週金曜日～完全予約制）

〇
（呼・禁）

（第４水曜日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
（循）は循環器　留萌市立病院
 高橋医師（第４水曜日 ２８日）

〇
（循）

予約制

８：００～１１：００札幌医大　木村教授（１５日）〇〇〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制
引野医師（５日・１９日）〇

整形専門外来予約制
留萌市立病院（１日・１５日）〇

１３：３０～１５：００

（呼）は呼吸器（禁）は禁煙外来
重原医師（毎週金曜日～完全予約制）

〇
（呼・禁）

〇〇〇内科（総合診療医）予約外
午
　
　
後

診療日（６日・８日・２０日・２２日・２６日）〇〇〇外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制
渡部医師（１３日・２７日）〇

整形専門外来予約制
留萌市立病院（１日・１５日）〇

８：００～１１：００
旭川医大井上講師（５日・１９日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（６日・１３日・２０日・２７日）

〇婦人科（毎週火曜日）

完全予約制旭川医大医師（６日・７日・１３日・２０日・２１日・２７日）〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（１日・８日・１５日・２２日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（７日・２１日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）予約制

８：００～１１：００札幌医大医師（５日・１９日・２６日）〇皮膚科（毎週月曜日）

完全予約制札幌医大医師月１回（紹介患者のみ）精神科

　
給
与
所
得
が
あ
る
大
部
分
の
方
は
、

年
末
調
整
に
よ
り
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
が
精
算
さ
れ
る
た
め
、

確
定
申
告
は
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
給
与
所
得
者
で
も
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

や
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興

２９

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
及

び
申
告
書
の
受
付
は
、
平
成
　
年
２

３０

月
　
日（
金
）か
ら
同
年
３
月
　
日

１６

１５

（
木
）
ま
で
で
す
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還
付
申
告
に
つ
い
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、
平
成
　
年
２
月
　
日（
木
）
以

３０
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前
で
も
行
え
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す
（
税
務
署
の
閉
庁

日
（
土
・
日
曜
・
祝
日
等
）
は
、
税

務
署
で
は
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談
及
び
申
告
書
の
受
付

を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）。
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給
与
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得
者
の
確
定
申
告



　初山別村民憲章　　１　きまりを守り、力を合わせ心にうるおいのある村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。

● 今月の主な行事予定 ●
（１／４～２／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月

成人式４昭

１

月

資源ごみ収集日（初山別・千代田地区）５晶

資源ごみ収集日
（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

６松

消防団・救難所出初め式７掌

成人の日８捷

役場仕事始め９昇

乳幼児健診１０昌

１１昭

広報配布（お知らせ版）１２晶

１３松

１４掌

１５捷

１６昇

ほしっこくらぶ１７昌

１８昭

破砕・危険ごみ収集日
（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

１９晶

２０松

２１掌

２２捷

２３昇

２４昌

予防接種２５昭

広報配布（お知らせ版）２６晶

２７松

２８掌

２９捷

３０昇

ほしっこくらぶ（会場開放日）３１昌

１昭

２

月

２晶

３松

４掌

５捷

６昇

ほしっこくらぶ７昌

予防接種８昭

９晶

１０松

発
行
／
初

山

別

村
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ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

  消防初山別支署からのお知らせ ！  

平成２５年４月１日から

Ｋの潜入記○ ～Ｋと懺悔～

　皆さんこんにちは。広報担当者のＫです。少し

早いですが、本年もよろしくお願いいたします。

　さて、新年早々懺悔をしたいと思います。表紙

にする写真は、被写体の年齢層や行事が偏りすぎ

ないように気を付けていたつもりでいますが、６

月号と１１月号がどちらも「消防演習」だったこと

に最近気付きました。「厳密に言うと春季演習・秋

季演習の差がある！」という言い訳はしません。

他の写真が表紙になるのを楽しみにしていた方々、

もしいらっしゃいましたら申し訳ありませんでした。

　どうやら表紙の「縦型」に執着しすぎるが故に、

１１月分表紙の選択肢と視野が狭くなっていたよう

です。既に発行済みなので修正は効きませんが、

この際横型と縦型の写真をお楽しみ（？）いただけ

たらと思います。

「恋は盲目」ならぬ、「縦は盲目」

２２

年末年始の休業日

　役場の年末年始休業は、期間が１０日間
と長期になりますが、各種証明書の発行
等のご用件は、警備員が対応し内容によ
り担当職員が登庁して対応いたしますの
で、ご理解ご協力のほど、よろしくお願
いいたします。
　また新年のごみ収集は、１月５日（資
源ごみ：初山別・千代田地区）からとな
ります。
　なお、村内の主な事業所等の休業期間
は次のとおりです。

各学校の冬休み

煙初山別中学校  ………… １２／２３～１／１６

煙初山別小学校  ………… １２／２３～１／１６

煙初山別村役場 …………… １２／３０～１／８

煙高齢者福祉センター …… １２／３０～１／８

煙北るもい漁協 ……… １２／２９午後～１／５

煙医科診療所 ……………… １２／３０～１／３

煙歯科診療所 ………… １２／２９午後～１／８

煙留萌信金 …… １２／３０～１／３（Ａ ＴＭを含）

煙郵便局 …………………… １２／３０～１／３
（初山別局ＡＴＭについては無休）

煙オロロン農協 ……… １２／２９午後～１／８

煙給油所 …………………… １２／３１～１／３


